
【配布資料①】 

平成 24 年 5 月 23 日 

ITC 東京コンソーシアム 

平成 23 年度研修プロジェクト活動報告書 

 

１．実施内容 

No. 
日時 場所 テーマ＆講師 

参加 

者数 

１ 2011 年 

6 月 17 日（金） 

18：00～21：00 

3 時間 

日本コンサルタ

ントグループ 

第 2 ニッコンビル 

2 階 

■テーマ：中小企業庁 Web 活用型海外展開人材育

成事業報告（事例研究）研究会』 

■講師：小野瀬由一 氏 

NPO 東京 ITC コンサルタント 

２３名

２ 2011 年 

8 月 5 日(金)  

18:00～21:00 

3 時間 

日本コンサルタ

ントグループ 

第 2 ニッコンビル 

2 階 

■ テーマ：『IT 経営力大賞 2011・経済産業大臣

賞受賞企業事例に学ぶ』 ～㈱ワイ・インターナ

ショナルにおける IT 活用による経営革新～ 

■ 講師：岡 現  氏 

NPO 東京 ITC コーディネータ 理事長 

２２名 

３ 2011 年 

9 月 22 日(木) 

18:00～21:00 

3 時間 

日本コンサルタ

ントグループ 

第 2 ニッコンビル 

2 階 

■ テーマ：『情報セキュリティーの歴史・情報を

守る乱数化技術解説Ｃｌｏｕｄにおける応用』 

■ 講師：亀田修 氏 

㈱スーパーセキュリティーソリューションズ 

代表取締役 

２０名 

４ 2011 年 

10 月 28 日(金) 

18:00～21:00 

3 時間 

日本コンサルタ

ントグループ 

第 2 ニッコンビル 

2 階 

■ テーマ：『BCP の基礎と中小企業に対するＢＣ

Ｐ策定の勘所』 

■ 講師：内海 良 氏 

ニュートン・コンサルティング株式会社 

シニアコンサルタント 

２３名 

５ 2012 年 

1 月 27 日(金) 

18:00～21:00 

3 時間 

武蔵野商工会館

ゼロワンホール 

４F 

武蔵野商工会議所＆ITC 東京コンソーシアム共催 

■ テーマ：『官民学組織のリスクとクライシスマ

ネジメント』ドラッカーと同僚だった著者の最新

書『桁違い効果の経営戦略』出版記念 

■ 講師：石川 昭 氏 

青山学院大学名誉教授・博士 

２６名 

６ 2012 年 

2 月 17 日（金） 

18:00～21:00 

3 時間(上限無) 

武蔵野商工会館

ゼロワンホール 

４F 

武蔵野商工会議所＆ITC 東京コンソーシアム共催 

■ テーマ：『経営してわかるほんとに必要なＩＴ

のつぼ 』 

■ 講師：松尾 明 氏 

（株）大洋システムテクノロジー  取締役社長 

 

２３名



７ 2012 年 

3 月 16 日（金） 

18:00～21:00 

3 時間（上限無） 

武蔵野商工会館

ゼロワンホール 

４F 

武蔵野商工会議所＆ITC 東京コンソーシアム共催 

■ テーマ：『夢ゴールへまっしぐらスゴ 6戦略』 

～ 六つのプロセスで 12 ヶ月 1年後の夢奪取 ～ 

■ 講師：長山 伸作 氏 

中小企業の経営戦略塾 塾長 

３１名

                   参加者数 １６８名

 

２．マルチポイント                            

 知識ポイント換算で合計 4.50 ポイント分を実施した。 

年度 17年度 18年度 19年度 20年度 2１年度 22年度 23年度
開催数 7 8 7 8 7 6 7
ポイント 4.8125 6.25 5.25 6.00 5.25 4.50 5.25
参加数 183 217 168 214 231 152 168

平均参加数 26.1 27.1 24.0 26.8 33.0 25.3 24.0
会員数 43 39 40 38 37 36 32  

 ① IT コーディネータ後援セミナー：5回、15 時間、3.75 ポイント（上限なし） 

 ② 個人学習：2回、6時間、1.50 ポイント（上限 6ポイント） 

 

  22 年度より一つの団体で IT コーディネータ協会より後援を受ける規制が緩和された為、後援

セミナーを 5 回実施することができた。昨年は、東日本大震災があったために３月の研修会を中

止としたが、今年度は例年どおりの開催を実施することができた。 

また、各会場の平均受講者数が 24.0 人と 21 年度より右肩下がりの傾向にある。原因としては

テーマや内容もあるかもしれないが、ITCA のポイント緩和施策によりポイントを取り易くなり、

年度末の武蔵野商工会議所共済に会員以外の参加が少なくなったことが上げられる。 

繰越金も少なくなっており、当勉強会を継続する為にも来期の開催の回数や外部講師の講師料

などを検討などコストダウンや開催方法の変更・改善が必要となってきた。 

 

  以上 


